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リヂストン社技師で、タイ産天然ゴムの品質改善に多大な貢献をされた八山敏紀氏が亡くなられた （享年七九歳） 。ガンに蝕まれて体重わずか三〇キロとなり、声すら失ってベッドに横 わる八山さんに、奥様が、 「タイに行きたいのでしょう？」と声を けると、残った力を振り絞るように両腕を上げ、拳を握ったという。この「タイに行きたい」という意思表示が、八山さんの最後の「言葉」であった。　
八山さんについて語る前に、タ
イの天然ゴムについて多少述べおかねばならない。天然ゴムは第二次大戦後間もないころから、タイにとってコメに次ぐ重要な輸出産品であった。天然ゴムはタイヤなどの原料 し 使われる。ゴム樹から採取した樹液を固め、シート状に伸ばして燻煙 、そ 燻煙シートを重ねて梱包 して、タイヤメーカー 送 れる。一九七〇年代、タイ産ゴムの主な買い手は日本であった。当時 タイ産品は、梱包中に異物が混入するといった








年までの三年半であった。その間におこなった技術指導を筆者の聞き取りと八山さん自身が書かれた手書きのノート「天然ゴム品質管理の思い出」 （一九八五年五月三〇日付け）から辿る 以下 ようなる。　
八山さんは、 まず燻煙されたシー
トのグレード分 をきちんと行うところから始めた。シートの不良部分を切り取る作業を二段階にして、漏れがないようにもした。しかしこれだけでは、品質管理をしたことで製品が低いグレー に 「正しく」分類さ るだけとなってしまう。そ で第二段階では、燻煙行程の改善を行った。燻煙炉の温度を一定にするために温度計 取り付け、燻煙されるシートが互いに重ならないような工夫を提案した。推奨される方法で燻煙すればシートの品質が均一化し、選別工程の手間が減ることも示して見せた。さらに八山さんは、燻煙前の
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日本の圧力のもとで可能となったことは、容易に想像がつく。こうした厳しい目のなかで、八山さんや日本の商社マンは働いていたのである。　
しかし八山さん達やタイ側燻煙







八山さんの技術的貢献を評価したからだけではなかろう。八山さんは貧しい家庭に生まれ 小学校卒業後は工業学校に通ったが、ついに学資が底をつき中途退学せざるをえなかったそうである。その後、ブリヂストンの工員になってから定時制高校で び、さらに学びたいと、国立大学に夜間部の設置を求めて学生運動もしたという。その八山さんは、一九八五年に記した「思い出」のなかで、自身の品質管理 理念について次のように書いている。 「品質管理は多くの人々に幸せを与える道具である。品質管理をすればかならず利益アップに結びつく。利益は平等に分配されねばならな 。いわゆる
品質管理は、企業のもの、個人のものではなく 皆のものです。 」　「品質管理の利益を皆のものに」と言う八山さんは、工場レベル品質管理に続いて、 農園レベル（農家レベル）の品質管理を考えていた。ゴムの樹液を採取し、シートに伸ばして工場に収める農民達を、豊かに、そ 幸せ したいといのが、八山さんの願いだった。タイの人たちが 八山さんの技術指導の背後にあるこうした理念や人柄に気づかなかったはずはない。それゆえに彼等は八山さんという人間を称えるようにな のだと思う。　八山さんは、タイを離れるに際
して、チュラロンコン大学 文学部に、奨学金を寄付している。八山さんの奥様、良子さんがタイ滞在中、チュラロンコン大学で日本語の非常勤講師をした縁で、学生達のため少しでも力になりたいとご夫婦で寄付を申し出たそうである。　
帰国後、八山さんは東京都小平
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タイの天然ゴムを変えた日本人 ―八山敏紀氏を偲ぶ―
